
パートタイム・有期雇用労働者、派遣労働者等の待遇の改善を図るための「同一労働同一賃金ガイ

ドライン」が、最近の判例などを考慮して改正となり、賞与、退職手当、無事故手当、家族手当、住

宅手当、福利厚生施設、病気休職、夏季冬季休暇、褒賞について、新たな記載が追加されています。

パートタイム・有期雇用労働法施行規則及び労働者派遣法施行規則も改正され、雇入れ時、派遣時に

おける労働条件明示事項が追加となりました。 

これらの改正が、令和８年10月１日から適用・施行となり、これを受けて、厚生労働省（多様な

働き方の実現応援サイト）から公表されている「パートタイム・有期雇用労働法等対応状況チェック

ツール」も更新されています。改正を機に、このチェックツールを利用してみてはいかがでしょうか？ 
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厚生労働省では、年度の始めや半ばに、同省関係の主な制度変更を表にまとめて公表しています。「令和８年

10月からの厚生労働省関係の主な制度変更」も公表されていますので、特に雇用・労働関係、年金関係の変更

について対応できているか否かを、今一度確認しておきましょう。 

 

令和８年 10月からの厚生労働省関係の主な制度変更 対応はお済みですか？ 

 

･･････････････････････令和８年１０月からの厚生労働省関係の主な制度変更（抜粋）････････････････････ 

＜雇用・労働関係＞ 

□ 企業へのカスタマーハラスメント対策等義務化の施行【主な対象者：全ての事業主】 

○カスタマーハラスメント及び求職者等に対するセクシュアルハラスメントを防止するために 

必要な雇用管理上の措置をすべての事業主に義務付け。 

□ 同一労働同一賃金ガイドライン等の改正 

【主な対象者：短時間・有期雇用労働者とその事業主、派遣労働者と派遣元事業主及び派遣先】 

○同一労働同一賃金ガイドライン等を改正。 

○雇入れ時、派遣時における労働条件明示事項を追加。 

□ 最低賃金の改定【主な対象者：すべての労働者とその使用者】 

○すべての都道府県において、時間額 54 円から 65 円の引上げ 

（徳島県では令和８年 1１月１日より 1,046 円から 1,103 円に改定）。 

＜年金関係＞ 

□ 企業規模要件撤廃等に伴う経過措置（就業調整を減らすための保険料調整）の導入 

【主な対象者：新たに任意特定適用事業所となった事業所及び該当事業所で働く短時間労働者】 

○比較的小規模な事業所で働く短時間労働者について、被用者保険加入に伴う 

手取りの減少を緩和するため、その保険料負担を軽減できる制度を導入。 

□ 短時間労働者の被用者保険の適用における賃金要件の撤廃 

【特定適用事業所等である事業所及び該当事業所で働く短時間労働者】 

○被用者保険の適用における賃金要件（月額 8.8 万円、年額換算で約 106万円）を撤廃。 

□ 最低賃金の減額特例対象者に対する被用者保険の適用に関する措置 

【主な対象者：最低賃金法の減額特例許可対象者】 

○被用者保険の適用における賃金要件の撤廃を踏まえ、賃金月額 8.8 万円未満であって、 

最低賃金法の減額特例許可を受けている短時間労働者に関する制度を導入。 

★未対応の制度変更がある場合は、制度の説明・対応に向けたアドバイスなどをさせていただきますので、気軽に

お声掛けください。 

同一労働同一賃金ガイドライン等の改正が施行 厚労省のチェックツールも更新 

http://server01/scripts/cbag/ag.exe?page=MailSend&text=sr%40tsuchihashi%2Dsiki%2Ecom
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あとがき◆つちはし事務所より 

★令和８年 10月 1日から様々な法改正や制度の改正が行われていますが、忘れてはいけないのは 

 11月 1日からの最低賃金の改正です。特に注意が必要なのは、時給者より月給者の賃金です。通勤

手当や皆勤手当などを除いた月額給与がいくらか。事業所の所定労働時間と年間休日数により必要な

金額は変わってきますが、17 万～18 万円台なら注意が必要です。最低賃金違反は 50 万円以下の

罰金となります。必要金額が不明の場合は、つちはし事務所までお問い合わせください。 

★令和８年 10月 1日から、「同一労働同一賃金ガイドライン」も、最近の判例などを考慮して改正さ

れています。今回は様々な手当についても、均等均衡待遇が求められており、特に通勤手当について

は、正社員だけに払うという取り扱いはレッドカードと考えて、早急に対応をお願いします。 

★令和８年 10月 1日から事業主に防止措置が義務付けられた「カスタマーハラス 

メント」、「求職者等に対するセクシュアルハラスメント」への対応は、もうお済で 

しょうか。つちはし事務所では就業規則・ハラスメントの防止に関する規程の改定 

について、10月からの改定時期に合わせ「カスハラ・求職者等セクハラ防止対策 

措置の義務化に伴う支援パッケージ」を用意し、ご案内しておりましたが、対応が 

まだ出来ていないというお客様の声も多いため、再度ご案内をお送りさせていただ 

きます。必要な方は、FAXまたはメールにてお申込みください。 

 

「年末調整がよくわかるページ（令和８年分）」を開設（国税庁） 

令和８年も残り数か月となり社員の所得税に関する年末調整の時期も近づいてきました。

国税庁からは、令和８年９月の末頃に「年末調整がよくわかるページ（令和８年分）」を開設

したとの案内もありました。今年の年末調整においては、令和８年度税制改正等による基礎

控除の引上げ等に対応する必要があり、例年よりも手間がかかることが予想されます。令和

８年分の年末調整に関する各種の情報を、このページで確認しておくとよいでしょう。 

･･････････････････国税庁の「年末調整がよくわかるページ（令和８年分）」のトップ画面･････････････････ 

★今年の年末調整は、

基礎控除や給与所得控

除の最低保証額引上げ

他、いくつか変更事項

があり、注意が必要で

す。 

国税庁のホームページ

でリーフレット等をダ

ウンロードするなど、

年末までにご確認いた

だくことをお勧めしま

す。 


